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2017年（平成29年）12月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（１）

全建総連 第58回定期大会平
成
二
十
九
年
九
月
末
時
点

の
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

に
よ
る
死
亡
者
数
は
二
百
十
二

人
で
、
前
年
同
期
と
比
べ
二
十

人
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
墜
落
・
転

落
災
害
に
よ
る
も
の
は
九
十
人

と
、
死
亡
災
害
全
体
の
四
十

二
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
労

働
災
害
の
減
少
を
図
る
た
め
に

は
、
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止

対
策
の
一
層
の
推
進
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
墜

落
・
転
落
災
害
の
防
止
に
向
け

た
重
点
的
な
取
組
と
し
て
、
災

害
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
年
末

年
始
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月

一
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
）
、
「
建
設
業
に
お

け
る
墜
落
・
転
落
災
害
防
止
対

策
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
建
設
現
場
に
お
い
て
も
、

次
の
基
本
事
項
を
再
度
ご
確
認

い
た
だ
き
、
墜
落
・
転
落
等
災

害
防
止
対
策
の
徹
底
と
周
知
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
墜
落
・
転
落
災
害
防
止
の
基

本
事
項

★
作
業
床
の
設
置

★
手
す
り
等
の
設
置

★
安
全
帯
の
使
用

★
ス
レ
ー
ト
屋
根
作
業
等
で

の
踏
み
抜
き
防
止
措
置

★
手
す
り
、
中
さ
ん
等
の
足

場
か
ら
の
墜
落
防
止
措
置

★
足
場
の
点
検
の
実
施

★
作
業
主
任
者
の
選
任

★
特
別
教
育
の
実
施

★
安
全
衛
生
教
育

ま
た
、
墜
落
・
転
落
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
法
令
に

定
め
る
措
置
（
基
本
事
項
）
を

講
ず
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
安

全
な
作
業
環
境
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
を

契
機
と
し
て
、
次
に
示
す
取
組

も
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
足
場
か
ら
の
墜
落
・
転
落

防
止
の
た
め
の
「
よ
り
安

全
な
措
置
」
等

★
上
さ
ん
・
幅
木
な
ど
の

設
置

★
手
す
り
先
行
工
法
、
及

び
「
働
き
や
す
い
安
心

感
の
あ
る
足
場
」
の
採

用
★
足
場
等
の
安
全
点
検
の

確
実
な
実
施

厚
生
労
働
省
か
ら
の
要
請

建
設
業
に
お
け
る
墜
落
・
転
落
災
害
防
止

対
策
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

〜
災
害
を
起
こ
さ
な
い
現
場
づ
く
り
を
〜

若者に魅力ある建設産業にしよう
全
建
愛
知
は
平
成
二
十
九
年
七
月
で
結
成
四
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

53県連・組合1,441名の仲間が集結 団結ガンバロウ

組組
織織
増増
勢勢
のの
力力
でで
要要
求求
実実
現現

一
日
目
の
本
会
議
で
は
、
主

催
者
を
代
表
し
て
三
浦
中
央
執

行
委
員
長
か
ら
「
五
年
連
続
で

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
が
、
現
場
の
労

働
者
の
賃
上
げ
に
は
繋
が
っ
て

い
ま
せ
ん
。
技
能
労
働
者
の
賃

金
・
単
価
の
引
き
上
げ
こ
そ
が

建
設
産
業
の
危
機
を
克
服
す
る

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
声

を
大
き
く
し
て
訴
え
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
建

総
連
の
組
織
人
員
は
五
年
ぶ
り

に
六
十
二
万
人
台
を
回
復
、
今

後
の
建
設
産
業
を
変
え
て
い
く

大
き
な
力
と
な
る
の
が
こ
の
組

織
力
で
す
。
厳
し
い
状
況
に

あ
っ
て
も
更
な
る
組
織
拡
大
に

向
け
て
前
進
し
て
い
く
こ
と
を

参
加
者
全
員
の
決
意
と
し
て
確

認
し
合
い
た
い
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

第
五
十
七
年
度
経
過
報
告
・

決
算
報
告
に
続
い
て
、
勝
野
書

記
長
よ
り
「
法
定
福
利
費
確

保
・
社
会
保
険
加
入
と
継
続
・

公
契
約
条
例
の
制
定
と
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
。
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

の
遅
れ
、
見
直
し
の
報
告
。
国

保
組
合
予
算
が
九
年
ぶ
り
の
増

額
を
勝
ち
取
る
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
工
事
現
場
で
の
安
全
衛
生
対

策
の
強
化
。
消
費
税
増
税
を
は

じ
め
と
す
る
大
衆
増
税
に
断
固

反
対
。
災
害
対
策
・
復
興
支
援

へ
の
取
り
組
み
」
等
諸
課
題
へ

の
第
五
十
八
年
度
運
動
方
針
案

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

各
県
連
・
組
合
の
代
議
員
か

ら
は
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
の
署
名
へ
の
お
礼
や
横

浜
地
裁
勝
訴
の
報

告
、
九
州
北
部
豪

雨
災
害
へ
の
支
援

の
お
礼
。
法
定
福

利
費
確
保
に
対
す

る
積
極
的
な
対
応

や
後
継
者
問
題
の

深
刻
さ
等
厳
し
い

現
状
の
報
告
。
ま

た
、
建
築
資
材
が

高
騰
す
る
な
か
全

建
総
連
会
館
の
建
設
に
は
焦
る

こ
と
な
く
慎
重
な
物
件
探
し
を

と
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
専
門
部
ご
と
に

十
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
議
案

を
討
議
し
ま
し
た
。
第
九
分
科

会
（
教
育
宣
伝
部
）
で
は
、
全

建
愛
知
／
嶋
﨑
教
宣
部
長
が
議

長
と
し
て
円
滑
な
進
行
で
会
議

を
取
り
仕
切
り
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
前

日
の
討
議
の
内
容
が
報
告
さ

れ
、
運
動
方
針
案
・
予
算
案
の

採
決
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
表
彰
者
で
は
、
全
体
で

五
十
八
名
の
方
が
対
象
と
な

り
、
全
建
愛
知
か
ら
は
大
澤
悟

執
行
委
員
長
と
井
上
大
輔
書
記

長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
十
八
年
度
の
役
員
改
選

で
は
三
浦
中
央
執
行
委
員
長

（
山
形
県
連
）
が
退
任
、
新
た

に
吉
田
三
男
氏
（
建
設
埼
玉
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
全
建
愛

知
か
ら
は
、
中
央
執
行
委
員
に

大
澤
執
行
委
員
長
（
社
会
保
障

対
策
部
所
属
／
新
任
）
、
井
上
書

記
長
（
共
済
福
祉
部
所
属
／
再

任
）
が
選
出
さ
れ
、
新
執
行
部

が
誕
生
し
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
が
採
択
さ

れ
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
三
日

間
の
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

全
建
総
連
第
五
十
八
回
定
期
大
会
が
十
月
二
十
五
日
（
水
）
か
ら
二
十
七
日
（
金
）
の
三

日
間
、
北
海
道
札
幌
市
「
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル
」
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
建
愛

知
か
ら
は
二
十
人
、
五
十
三
県
連
・
組
合
か
ら
千
四
百
四
十
一
人
が
参
加
し
、
来
期
に
向
け

て
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

大会表彰を受けた大澤執行委員長（右）
と井上書記長

吉田新中央執行委員長

お休みのお知らせ
年末年始の組合事務所の

お休みは、12月29日（金）

～１月４日（木）です。

仕事始めは、１月５日（金）

午前９時からになります。

組合員の皆さん、よろしく

お願いいたします。



要要
予予
約約

要要
予予
約約

①①
②②
以以
外外
でで

受受
診診
すす
るる
場場
合合

（２）2017年（平成29年）12月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
年

に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
七
〇
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

目
標
が
達
成
で
き
な
い
場

合
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
減
額

さ
れ
、
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
引
き
上
げ
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
必
ず

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健健
康康
診診
断断
のの
受受
診診
資資
格格

健
診
受
診
日
に
お
い
て
「
中

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
本
人

と
二
十
歳
以
上
の
家
族
被
保
険

者
」
に
限
り
ま
す
。

但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
希
望
す
る
場

合
は
、
実
費
負
担
で
受
診
い
た

だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

及
び
組
合
員
外
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
市
町
村
・
協
会
け
ん

ぽ
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

組組
合合
のの
健健
康康
診診
断断

メメ
リリ
ッッ
トト

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る

必
須
項
目
も
含
ま
れ
た
健
診
項

目
を
実
費
負
担
な
し
で
受
診
で

き
ま
す
。

健健
診診
項項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活

習
慣

■
理
学
的
検
査

視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

血

小

板
・
Ｍ
Ｃ
Ｖ
・
Ｍ
Ｃ
Ｈ
・

Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
・
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ

Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・

Ｈ
ｂ
Ａ
１
Ｃ

■
尿
検
査

尿
潜
血
・
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ

ン
・
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図

・
血

液

検

査
（
Ｒ
Ｂ
Ｃ
・
Ｈ

ｂ
・
Ｈ
ｔ
）

【
が
ん
検
診
】

大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適適
用用
除除
外外
のの

従従
業業
員員
にに
つつ
いい
てて

適
用
除
外
事
業
所
＊
１
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
中
建
国
保

は
、
特
定
健
診
の
結
果
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
協
力
費
と
し
て
上
限
一
万

五
百
円
を
支
払
い
ま
す
。

ま
た
、
集
団
健
診
や
契
約
健

診
機
関
の
利
用
も
可
能
で
す
。

＊
１

法
人
の
事
業
所
、
ま
た

は
五
人
以
上
の
従
業
員
が
い

る
個
人
事
業
所
で
健
保
適
用

除
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事

業
所

健健
診診
方方
法法

①①
契契
約約
健健
診診
機機
関関

上
表
「
①
契
約
健
診
機
関
一

覧
表
」
よ
り
、
健
診
機
関
を
選

択
し
、
ご
自
身
で
健
診
予
約
を

二
週
間
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓

口
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
呈
示

し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
受
診
で
き
ま
す
。

②②
巡巡
回回
健健
診診

今
年
度
未
受
診
者
の
方
を
対

象
に
巡
回
健
診
の
案
内
が
届
き

ま
す
。
今
年
度
の
日
程
は
、
上

表
「
②
巡
回
健
診
日
程
表
」
の

よ
う
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

健
診
項
目
に
つ
い
て
は
、
独
自

の
項
目
が
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
手

元
に
届
い
た
案
内
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

③③
個個
人人
健健
診診

「
①
契
約
健
診
機
関
」「
②
巡

回
健
診
」
以
外
で
受
診
し
た
場

合
、
中
建
国
保
の
規
定
の
条
件

（
受
診
者
資
格
・
健
診
項
目
）

を
満
た
し
て
い
な
い
と
補
助
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
健
診

を
受
け
る
前
に
組
合
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。補補

助助
金金
額額

基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
し
た
場
合
、
上
限

一
万
五
百
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注注
意意
事事
項項

・
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加
は

可
能
で
す
が
、
オ
プ
シ
ョ
ン

部
分
は
自
己
負
担
、
当
日
払

い
に
な
り
ま
す
。

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

な
り
ま
す
。

①契約健診機関一覧表 【年度内随時】

年に１度は必ず

健
康
診
断
を
受
け
よ
う

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に※受診希望日の２週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。

②巡回健診日程表 【要 予 約】

※健診業者は全て「全日本労働福祉協会東海支部」となります。

インフルエンザ
予防接種補助金制度

【補助対象者】
接種時点で中建国保の資格のある組合員・家族

【補助対象となる接種の時期】
平成29年４月１日～平成30年３月31日

【補助金額】
2,000円（補助対象者１人当たり年度内２回）

【必要書類】
①インフルエンザ予防接種補助金申請書

申請書は平成29年度中建国保の便利帳92頁以

降に添付。また、中建国保 HP からダウンロー

ドできます。

②下記の条件を満たす書類

・インフルエンザ予防接種を受けたことが確認

できるもの

・接種日、接種を受けた方、医療機関名が確認

できるもの

例／領収書の原本、接種証明の写し、母子手帳の

表紙及び予防接種の記録欄の写し等

【支給方法】
補助金は、申請月の翌月末にろうきん口座に振

り込みます。

※問合 健康保険・共済課までご連絡ください。

健健康康保保険険料料払払込込通通知知書書のの発発送送
おお申申しし込込みみはは、、おお早早めめにに

税金の申告で健康保険料は、社会保険料控除の対象です。
中建国保にご加入の方で、払込通知書が必要な方は、組合へご連
絡ください。払込通知書を発行し、組合員本人のご自宅へ郵送しま
す。但し、事業所や親方さんがまとめて引落されている場合は、事
業所または親方さんへ郵送します。なお、ご連絡のない方には払込
通知書の発行はいたしません。
また、口頭、FAXでの回答はさし控えさせていただきますので
余裕をもってお申し込みください。
※昨年度から名称が「払込証明書」から「払込通知書」になり、10
月１日時点のお手続き状況を反映した払込済み額と払込予定額の
表示となります。また、毎月の組合費2,400円・支部費500円につ
いては通知に含まれませんのでご了承ください。

所在地

豊明市西川町広原28-１

津島市立込町４-144

豊橋市草間町東山143-６

北名古屋市九之坪笹塚１

小牧市下小針中島２-130

名古屋市名東区藤里町1601

名古屋市中区橘２-８-45

北名古屋市法成寺蔵化60

名古屋市港区港町１-９

春日井市宮町３-８-２

瀬戸市西茨町113-３

名古屋市港区港町１-９

会場名

豊明文化会館

津島商工会議所

アイプラザ豊橋

北名古屋市健康ドーム

小牧市北里市民センター

サンプラザシーズンズ

東別院会館

北名古屋市文化勤労会館

名古屋港ポートビル

春日井市西部ふれあいセンター

瀬戸市文化センター

名古屋港ポートビル

曜

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

日

２

３

９

10

20

21

27

28

３

４

10

11

月

12

１

２

予約受付時間

月～金曜日８：50～17 : 00

土曜日８：50～正午

月曜日～金曜日
９：00～16 : 30

月～金曜日９：00～17 : 00
土曜日（第一土曜以外）９：00～13 : 00

火曜日～土曜日
９：00～17 : 00

月～金曜日９：00～11 : 30
担当：中村

月～金曜日８：30～17 : 00
土曜日８：30～11 : 30

月～金曜日８：30～17 : 00
土曜日８：30～11 : 00

月～金曜日９：00～17 : 00
土曜日９：00～11 : 00
月曜日～金曜日

９：00～17 : 00
月～金曜日９：00～17 : 30

土曜日９：00～12 : 30
月～金曜日１０：00～17 : 00

土曜日１０：00～14 : 00
月～金曜日８：30～17 : 30

土曜日８：30～12 : 30
火曜日～土曜日

８：30～16 : 00
月曜日～土曜日

８：30～17 : 00
月～金曜日８：00～18 : 00

土曜日８：00～17 : 00
月～水・金曜日８：30～12：00 16：00～19：00
木・土曜日８：30～12：00

月～金曜日
９：00～16：00

月～水・金・土曜日
９：00～17：00

電話番号

052-821-0090

052-741-9211

0533-59-7171

0566-75-7515

052-486-6875

0561-82-6194

0120-489-545

0564-24-2217
0567-28-5151

（内線3111)

0569-27-7887

0565-57-3366

0532-61-3000

052-737-6500

0586-63-3200

0562-93-8222

0586-73-8818

050-3541-2267

0566-41-6548

所在地

名古屋市南区千竈通７-16-１
名古屋市中村区那古野１-47-１
国際センタービル10F
名古屋市中村区名駅３-28-12
大名古屋ビルヂング９F

愛知郡東郷町大字春木字白土１-1884

名古屋市千種区今池１-８-４

蒲郡市海陽町２-２

安城市相生町14-14

名古屋市中村区道下町２-26

瀬戸市共栄通１-48

岡崎市針崎町字春咲１-３

岡崎市中岡崎町１-10

津島市橘町３-73

半田市神田町１-１

豊田市駒新町金山１-12

豊橋市吾妻町137
名古屋市中区栄２-１-１
日土地名古屋ビル３F

一宮市小信中島字郷中104

豊明市沓掛町石畑180-１

一宮市松降通７-22

名古屋市中区栄２-10-19

碧南市新川町３-88

契約健診機関名

★名古屋セントラルクリニック

★国際セントラルクリニック

★大名古屋ビルセントラルクリニック

★和合セントラルクリニック

★オリエンタル労働衛生協会

★オリエンタル蒲郡健診センター

★三河安城クリニック

★ライフ健康クリニック

★瀬戸健康管理センター

岡崎市医師会はるさき健診センター

宇野病院健診センター

津島市民病院健康管理センター

半田市医師会健康管理センター

中野胃腸病院健診センターなかの

光生会病院総合健診センター

エルズメディケア名古屋（女性専用）

泰 玄 会 西 病 院

中京サテライトクリニック

木 村 ク リ ニ ッ ク

KKC ウエルネス名古屋健診クリニック

小林記念病院健康管理センター

予防接種を受けよう
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2017年（平成29年）12月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（３）

増増
額額
要要
求求
をを
勝勝
ちち
取取
るる

厚
生
労
働
省
が
八
月
末
に
財

務
省
に
提
出
し
た
二
〇
一
八
年

度
概
算
要
求
（
国
保
組
合
関

係
）
は
、
二
千
九
百
六
十
二
・

五
億
円
（
前
年
度
当
初
予
算
比

九
・
七
億
円
増
）
と
な
り
、
各

予
算
項
目
で
も
高
額
医
療
費
共

同
事
業
補
助
金
で
二
十
六
・
九

億
円
（
同
四
・

三
億
円
増
）
、

特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
補

助
金
で
九
・
二

億
円
（
同
三
・

五
億
円
増
）
と

増
額
要
求
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
大

き
な
要
因
は
、
夏
に
二
万
四
千

三
百
七
十
二
枚
（
全
国
合
計
百

三
十
二
万
八
千
九
百
十
三
枚
）

の
投
函
と
な
っ
た
組
合
員
と
ご

家
族
の
方
々
に
よ
る
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
を
は
じ
め
と
す
る
運
動

の
到
達
に
よ
る
も
の
で
す
。

年年
末末
にに
向向
けけ
てて
運運
動動
をを
強強
化化

し
か
し
な
が
ら
国
保
組
合
関

係
予
算
を
め
ぐ
る
情
勢
で
は
、

社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
抑

制
計
画
（
約
五
千
億
円
／
年
）

や
裁
量
的
経
費
の
前
年
度
比
一

〇
％
削
減
が
厳
し
く
求
め
ら
れ

る
な
ど
、
年
末
の
予
算
確
保
に

向
け
て
は
、
例
年
に
も
増
し
て

厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
二

〇
一
八
年
度
の
国
保
組
合
関
係

予
算
、
私
た
ち
の
社
会
保
障
の

要
で
あ
る
建
設
国
保
の
現
行
補

助
水
準
を
確
保
す
る
た
め
、「
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
」
「
地
元
国
会

議
員
要
請
行
動
」
「
中
央
総
決

起
大
会
」
「
中
闘
行
動
」
等
、

様
々
な
運
動
を
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ごご
奮奮
闘闘
にに
敬敬
意意
をを
表表
しし
まま
すす

九
月
～
十
月
、
組
合
員
と
ご

家
族
の
方
々
に
秋
の
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
を
お
願
い
し
た
結
果
、

二
万
四
千
七
百
九
枚
の
ハ
ガ
キ

が
集
ま
り
ま
し
た
（
目
標
達
成

率
一
〇
三
・
六
四
％
）
。
手
書
き

さ
れ
た
一
文
字
一
文
字
に
は
、

た
い
へ
ん
切
実
な
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ハ
ガ
キ
は
、
十
一
月
二

十
二
日
～
三
十
日
に
厚
生
労
働

省
と
財
務
省
に
宛
て
て
集
中
投

函
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

◎
二
〇
一
八
年
度
の
国
保
組
合

に
対
す
る
特
別
助
成
額
は
、
決

定
次
第
報
告
い
た
し
ま
す
。

十
月
二
十
一
日
（
土
）
名
鉄

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
内
の
カ
ジ
ュ

ア
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
イ
リ
ス
に

て
青
年
部
主
催
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
男
女
合
わ
せ
て
十
九

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て
加
藤

久
也
青
年
部
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
三
浦
雅
彦
副
青
年
部
長
の

司
会
の
も
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。最

初
は
一
対
一
の
ト
ー
ク
タ

イ
ム
が
行
わ
れ
、
事
前
に
参
加

者
が
記
入
し
た
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
カ
ー
ド
を
交
換
し
、

参
加
者
全
員
と
話
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
フ
リ
ー
タ

イ
ム
（
立
食
）
と
な
り
、
ト

ー
ク
タ
イ
ム
で
気
に
な
っ

た
方
と
話
を
し
て
最
後

に
、
マ
ッ
チ
ン
グ
用
紙
を

記
入
し
発
表
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
一
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会

場
内
は
終
始
雰
囲
気
が
良

く
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
、
三
浦
隆

弘
副
青
年
部
長
に
よ
る
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
方
が
二
次

会
へ
行
き
ま
し
た
。
二
次
会
で

距
離
が
縮
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
�

今
期
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
こ
れ
で
終
了
と
な
り
ま
す

が
、
今
後
も
青
年
部
は
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
青
年
部
担
当
書
記
】

私
達
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み

一一組組ののカカッッププルルがが誕誕生生

青青年年部部主主催催婚婚活活パパーーテティィーー

寄せられたハガキの１枚

秋秋
のの
ハハ
ガガ
キキ
要要
請請
行行
動動

いい雰囲気で進むトークタイム

労
働
対
策
部
で
は
、
十
一
月

七
日
（
火
）
、
大
澤
執
行
委
員

長
、
山
田
労
働
対
策
部
部
長
以

下
計
七
名
が
出
席
し
、
愛
知
労

働
局
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
主
に
、
建
設
産
業
従
事

者
の
雇
用
環
境
改
善
、
労
災
か

く
し
対
策
、
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ

ス
ト
疾
患
に
よ
る
労
災
請
求
、

石
綿
健
康
管
理
手
帳
制
度
、
一

人
親
方
労
災
保
険
特
別
加
入
者

の
補
償
適
用
範
囲
、
特
別
加
入

時
の
健
康
診
断
実
施
機
関
の
改

善
な
ど
計
八
項
目
に
つ
い
て
要

請
し
ま
し
た
。

労
働
局
か
ら
は
、
「
建
設
産

業
従
事
者
の
雇
用
環
境
改
善
で

は
、
労
働
者
と
し
て
扱
う
べ
き

方
を
一
人
親
方
労
災
保
険
に
加

入
さ
せ
る
と
い
う
実
態
が
あ
る

な
ら
ば
問
題
で
す
。
そ
の
よ
う

な
事
実
を
確
認
し
た
場
合
は
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
労
災
か
く
し

対
策
で
は
、
把
握
次
第
、
厳
正

に
指
導
を
行
い
、
悪
質
な
も
の

に
つ
い
て
は
送
検
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
関
係
団
体
へ
の
要

請
や
発
注
機
関
へ
の
働
き
か
け

な
ど
、
労
災
か
く
し
の
周
知
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
」
な
ど
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

労
働
局
交
渉
は
、
今
回
で
十

七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後

も
継
続
し
て
交
渉
を
し
て
い
く

こ
と
で
建
設
産
業
の
問
題
意
識

の
提
起
と
制
度
改
善
の
実
現
に

貢
献
で
き
る
と
考
え
、
来
年
度

以
降
も
建
設
産
業
の
労
働
環
境

改
善
に
向
け
て
交
渉
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

愛
知
労
働
局
交
渉
を
行
う

仲
間
の
要
求
実
現
と
制
度
改
善
の
た
め

集約されたハガキ24,709枚

労働対策部要請書を渡す大澤執行委員長（左）

十
月
十
七
日
（
火
）
、
教
育

宣
伝
部
は
全
建
愛
知
会
館
に
お

い
て
支
部
通
信
員
会
議
二
〇
一

七
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
、

支
部
通
信
員
は
全
三
十
支
部
か

ら
登
録
が
あ
り
四
十
八
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
そ
の
う

ち
の
三
十
名
と
、
教
宣
部
担
当

役
員
、
書
記
局
員
を
合
わ
せ
た

総
勢
三
十
八
名
と
例
年
を
上
回

る
参
加
。
長
年
に
渡
り
キ
ャ

ロ
ッ
ト
に
数
多
く
の
記
事
を
投

稿
し
て
い
た
だ
く
ベ
テ
ラ
ン
か

ら
先
月
登
録
し
た
ば
か
り
の
新

人
通
信
員
が
記
事
書
き
の
技
術

を
学
び
、
意
見
交
換
を
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

全
建
総
連
教
宣
大
学
の
講
師

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
る
元
・
東

京
土
建
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長
、

向
井
光
也
氏
を
お
招
き
し
、
機

関
紙
の
役
割
や
魅
力
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
の
心
構
え
・
手
法

を
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
通
信
員
か
ら
は
、

書
い
た
記
事
を
短
く
ま
と
め
る

方
法
や
、
写
真
の
構
図
、
言
葉

の
選
択
と
い
っ
た
普
段
の
苦
労

や
質
問
が
飛
び
交
い
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。「
向

井
先
生
の
講
義
は
具
体
的
で
分

か
り
や
す
く
好
感
が
持
て
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
」
「
機
関
紙

の
主
人
公
は
読
者
。
話
題
性
の

あ
る
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に
な
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
」
「
例
文
の
一
番

楽
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
書
く
だ

け
で
劇
的
に
変
わ
る
と
思
っ

た
」
な
ど
二
時
間
で
は
物
足
り

な
い
と
の
感
想
が
多
々
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
義
で
得
た
も
の
を

実
践
に
活
か
し
、
よ
り
親
し
ま

れ
る
機
関
紙
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」
に

な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
今
後
も
記
事
の
投
稿
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通
信
員
の
奮
闘
で

待
た
れ
、
話
題
に
な
る

『
キ
ャ
ロ
ッ
ト
』を
つ
く
ろ
う

①
機
関
紙
の
役
割
は
、
組
合
と
仲
間
を
つ
な
ぎ
、
仲
間
と
仲
間
、

組
合
と
地
域
を
結
ぶ
こ
と
。
組
合
活
動
を
記
録
し
次
世
代
へ

伝
え
る
こ
と
。

②
記
事
の
基
本
は
５
Ｗ
１
Ｈ
（
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
何
を
、

な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
た
か
）。

③
記
事
は
時
系
列
で
追
わ
ず
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
か
ら
書
く
（
集

合
や
道
路
状
況
な
ど
は
い
ら
な
い
）。

④
記
事
に
は
仲
間
、
家
族
を
ど
ん
ど
ん
登
場
さ
せ
よ
う
（
お
知
ら

せ
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
）。

⑤
写
真
は
目
的
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
つ
（
集
合
写
真
を
見
て
も

読
者
は
参
加
し
た
い
と
思
わ
な
い
）。

⑥
必
ず
声
に
出
し
て
読
み
手
直
し
す
る
（
他
人
に
読
ん
で
も
ら
う

と
良
い
）。

全
建
愛
知

支
部
通
信
員
会
議
２
０
１
７

講師の向井光也氏

教育宣伝部

たくさんの通信員が参加
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秋の組織拡大強化月間／９月～11月
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※2017年１１月１日現在 12,156人（過去最高現勢）

昭昭和和支支部部／／組組織織拡拡大大行行動動 1100月月1199日日北北支支部部／／組組織織拡拡大大行行動動＆＆住住宅宅デデーー 1100月月1155日日

快快くく話話をを聞聞いいててももららええたた継継続続はは力力ななりり
小雨降る10月19日（木）昭和支部

役員７名は、松山支部長の「拡大運動

頑張ろう」の合図で午前10時に川原

神社を２台の車に分かれて出発しまし

た。

雨のせいか現場も休みの所もありま

したが、根気よくまわり現場の職人さ

んに「全建愛知です」と、自己紹介し

てから声をかけました。どこの現場で

もお仕事中にもかかわらず、快く手を止めてパンフレットを見て下さい

ました。「全建愛知にもう入っているよ」と言う方や、港支部の奥さん

が「やっぱり入会して良かった」との声が聞かれました。昭和支部の堀

さんも病気入院した時に組合が親身に対応してくださり家計の負担が少

なくて嬉しかったそうです

雨も上がり「これからも拡大運動に頑張りましょう」と解散しました。

【加藤明美通信員】

10月15日（日）、北区区民フェスティバル

が区役所にて開催されました。北支部もブース

を確保して支部員８名で組織拡大と住宅デーを

行いました。子供木工教室はミニいす作り、女

性向けには犬のブローチを製作。

小雨の降る中、参加数の心配をしましたが、

材料を途中で追加する程。初めて持った電動ド

リルに「わあ！重いけどすごくはやい！」「や

すりですごくツルツルになった！」など子供た

ちの声が聞こえました。男の子でも「ブローチ

作りたい」と言って、とても上手に出来上がり

「カワイイ！」と喜んでもらえました。

また、その傍らで子供さんを待っている大人の方にアンケートにご協

力をいただき、組織拡大行動を同時進行で行いました。

10年近く同じ場所で開催している為、リピーターもあり、全建愛知

の名も少しずつですが浸透している様子。継続は力なり。このような地

道な活動が組織拡大につながっていくと思い、私たちも楽しく頑張って

います。 【大野文子通信員】

元気よく声掛けから

たくさんの親子が参加

岡岡崎崎支支部部／／組組織織拡拡大大行行動動 1111月月44、、55日日

恒恒例例のの商商工工フフェェススタタにに参参加加小小牧牧支支部部／／組組織織拡拡大大行行動動＆＆住住宅宅デデーー 1100月月2211、、2222日日

釘釘をを打打つつ快快音音がが人人をを呼呼ぶぶ 11月４、５日の土日、岡崎公園多目的広場

にて、毎年恒例の商工フェスタが開催されまし

た。心地いい晴天のもと、岡崎支部も例年通り

大人気の丸太切りを行いました。

午前10時の開始とともにたくさんの人が集

まり、150グラムピタリ賞をねらって一生懸

命丸太を切り、「あと少しだった」と悔しがる

人、「ヤッター」と見事ピタリ賞を当て大喜び

する人と大盛況でし

た。

途中岡崎のゆるキャラ、オカザえもんも参戦

してくれ、組合のブースを盛り上げてくれまし

た。その間並んでいるお父さん方に全建のポ

ケットティッシュを配り PR に努めました。真

剣に話を聞いてくれる方もみえ、手応えを感じ

ることができました。

役員の方々お疲れ様でした。来年も力を合わ

せて頑張りましょう。 【西﨑洋子通信員】

小牧支部は10月21、22日に行われた小牧市

民祭りに参加。組織拡大行動を行いました。「親

子木工教室」と銘うって、子供用椅子と壁掛け作

りを行いました。遠くからでも目立つよう、全建

愛知ののぼりを立てて PR。机の上にはパンフ

レットを置き、準備は完了。

ところが、台風の影響であいにくの雨となって

しまいました。どうなるのかと心配しましたが、

釘を打つ音が響き渡ると、人を呼ぶようになり終

わってみれば、ほぼ例年と変わらない人の入りと

なりました。

子供達はなれない釘打ちや作業に戸惑いながら

も、完成した作品を嬉しそうに眺めていました。

親御さんには待っている間に、全建愛知について説明。建設職人の組合

があることを知っていただきました。これが何らかの縁につながればと

願ってます。 【太田千恵美通信員】

たくさんの子が丸太切りに挑戦

釘打ちに真剣な様子

待ち時間をねらってPR

津島支部／組織拡大行動 1111月月1122日日中中支支部部／／組組織織拡拡大大行行動動 1111月月55日日

若い仲間が増えるといいな声声掛掛けけをを大大切切にに
11月12日（日）、津島支部は組織拡大行動を行いました。今回の目

的は40歳以下の組合員さんをもっと増やそうという事で弥富市、愛西

市、稲沢市、津島市の組合員さんの家を訪問してきました。

知り合いにまだ組合に入っていない職人さんや、またその仲間の人達

にもぜひ全建愛知に入っていただけるようお願いをし、組合に入ってい

る人達には「支部レクや色々な行事に参加してもらって交流を深めま

しょう」という事で１軒１軒訪問させてもらいま

した。やはり一人ひとり組合員さんに直接会っ

て、顔を見ながらお話ししたほうが気持ちが伝わ

りますね。今回の拡大行動で、若い職人さんがど

んどん全建愛知に入ってもらって増えていったら

いいなと思いました。

拡大行動が終わった後は津島のレストラン天王

で支部会をして、夜はここの店の名物特大エビフ

ライを食べて終わりました。【桐山直也通信員】

11月５日（日）朝から快晴、秋風も気持ち良く、支部拡大行動には

最適な日となりました。今日の拡大は「全員一丸となって建築現場を廻

ろう」と参加者に伝え出発しました。

ほどなく現場を見つけ「建設組合の全建愛知です」と声を掛けると、

「今忙しいので後にしてくれ」との返事。他の方に声を掛けると快く応

じてくれました。「全建愛知は建設職人のための組合です」と伝えると、

「私は組合に入っていないのでもっと教えてほ

しい」との返事があり、私たちはパンフレット

を使い、労災・組合共済等について説明をしま

した。あいにく中区の人ではなかったので、「組

合をよろしくお願いします」と頼み現場を後に

しました。

まだまだ組合を知らない人はいるのだと再確

認をし、これからも現場での声掛けを大切に頑

張ろうと誓い合いました。【野田眞次通信員】 パンフレットで組合を説明 訪問して気持ちを伝える
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2017年（平成29年）12月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス（５）

木
曽
川
支
部
は
十
月
十
五

日
、
信
州
飯
田
方
面
へ
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
に
出
掛
け
ま
し
た
が
雨

模
様
な
の
で
行
先
を
変
更
し
て

頂
き
、
妻
籠
宿
場
町
の
散
策
、

木
地
師
の
里
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
、
ぶ
ど
う
狩
り
、
お
菓
子

の
里
へ
と
四
十
名
で
元
気
に
行

き
ま
し
た
。

妻
籠
で
は
坂
道
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
役
の
職
人
さ
ん
ば
か

り
で
足
腰
が
強
く
早
歩
き
で
し

た
。
木
地
師
の
里
で
は
大
工
さ

ん
な
じ
み
の
木
材
が
あ
り
真
剣

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ば

打
ち
器
、
和
テ
ー
ブ
ル
等
素
敵

な
製
品
が
並
べ
て
あ
り
、
さ
す

が
木
曽
の
職
人
技
が
光
っ
て
い

ま
し
た
。

お
昼
は
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
み
、
次
は
ぶ
ど
う
狩
り
で

す
。
試
食
は
一
人
三
粒
で
「
少

な
い
が
や
」
と
声
も
聞
こ
え

ま
し
た
が
、
二
房
狩
り
採
り

皆
さ
ん
満
足
顔
で
し
た
。

雨
も
本
降
り
に
な
ら
ず
、

最
後
は
飯
田
市
の
お
菓
子
の

里
で
お
土
産
を
た
く
さ
ん
買

い
、
全
員
元
気
で
木
曽
川
に

帰
っ
て
き
ま
し

た
。
春
は
バ
ス

二
台
で
大
勢
で

出
か
け
た
い
と

今
か
ら
楽
し
み

に
し

て

い

ま

す
。

【
羽
田
野
寿
惠

子
通
信
員
】

港
支
部

は

十

月

十

五

日

（
日
）
大
井

川

鉄

道
Ｓ
Ｌ
列

車
、
寿
司
食
べ
放
題
に
バ
ス
二

台
に
八
十
六
名
が
乗
り
込
み
楽

し
い
旅
に
出
発
し
ま
し
た
。

雨
で
足
元
も
悪
い
な
か
、
家

山
駅
か
ら
Ｓ
Ｌ
に
乗
り
、
汽
笛

で
歓
声
が
上
が
り
、
車
掌
さ
ん

の
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
拍
手
喝
采
、

車
内
販
売
、
記
念
撮
影
な
ど
、

新
金
谷
駅
ま
で
三
十
分
余
り
の

時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

ま
し
た
。

焼
津
で
十
八
種
類
の
寿
司
食

べ
放
題
で
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
さ
か
な
市
場
で
は
た
く

さ
ん
の
買
い
物
で
大
満
足
。

道
の
駅
「
も
っ
く
る

新
城
」
で
は
、
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
買
っ
た
り

足
湯
を
し
た
り
と
楽
し

み
、
ま
た
帰
り
の
バ
ス

で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

子
供
か
ら
大
人
ま
で
盛

り
上
が
り
、
満
喫
し
た

一
日
で
し
た
。

【
白
木
直
子
通
信
員
】

木木
曽曽
川川
支支
部部
／／
ウウ
オオ
ーー
キキ
ンン
ググ
とと

ララ
ンン
チチ
ババ
イイ
キキ
ンン
ググ

港港
支支
部部
／／
大大
井井
川川
ＳＳ
ＬＬ
とと
寿寿
司司
食食
べべ
放放
題題

本本
降降
りり
にに
なな
らら
なな
くく
てて
良良
かか
っっ
たた
ねね

満満
喫喫
しし
たた
一一
日日
でで
しし
たた

轟音にびっくり

全然減らない寿司桶の山

十
一
月
五
日
（
日
）
、
一
宮

支
部
は
赤
沢
森
林
紅
葉
と
妻
籠

宿
へ
、
体
力
作
り
の
旅
に
六
十

七
名
で
行
っ
て
来
ま
し
た
。

「
と
っ
て
も
美
味
し
い
新
鮮

な
空
気
と
食
事
を
、
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
歩
い
て
来
た
よ
」
の

感
想
。
赤
沢
自
然
休
養
林
で

は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に

乗
っ
て
、
紅
葉
の
中
を
走
り

抜
け
ま
し
た
。
組
合
員
さ
ん

達
は
「
寒
い
な
が
ら
も
目
の

保
養
に
な
っ
た
よ
。
何
本
も

太
い
ひ
の
き
が
あ
っ
た
よ
。

深
呼
吸
も
気
持
ち
い
い
」
と

感
動
し
て
い
ま
し
た
。
復
路

は
渓
流
沿
い
を
、
子
供
達
が

歓
声
を
上
げ
て
走
り
下
り
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
。

昼
食
の
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

と
作
り
た
て
の
地
ビ
ー
ル
は

「
お
代
わ
り
し
た
く
な

る
程
の
美
味
し
さ
だ

よ
」
だ
と
か
。

次
に
、
妻
籠
宿
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
。
組
合
員

さ
ん
達
の
親
睦
も
図
れ

ま
し
た
。

帰
路
に
は
美
し
い
満

月
が
。
最
後
ま
で
深
ま

る
秋
を
楽
し
ま
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

【
酒
井
八
代
己
通
信
員
】

一一
宮宮
支支
部部
／／
赤赤
沢沢
森森
林林
鉄鉄
道道
とと

妻妻
籠籠
宿宿
散散
策策

いい
っっ
ぱぱ
いい
食食
べべ
てて
、、いい
っっ
ぱぱ
いい
歩歩
いい
てて

森林浴ウオーキング

ぶどうは別腹 バイキングで満腹

十
月
二
十
九
日
（
日
）
、
あ

い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
彦
根
城
と
近
江
八
幡
の
散

策
へ
向
か
い
ま
し
た
。
台
風
接

近
と
い
う
状
況
下
、
バ
ス
は
彦

根
城
に
向
か
い
ま
す
。
そ
の

間
、
何
と
か
レ
ク
が
出
来
そ
う

で
良
か
っ
た
と
い
う
声
が
ち
ら

ほ
ら
聞
こ
え
、
こ
ん
な
状
況
下

で
も
、
本
当
に
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
た
と
言
う
事
を
実
感

し
ま
し
た
。

彦
根
城
で
は
、
「
ひ
こ
に
ゃ

ん
」
の
登
場
に
黄
色
い
声
援
が

沸
き
、
同
時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
音

が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
雨
の
中
足
下
が
悪
い
の
も

物
と
も
せ
ず
、
国
宝
彦
根
城
を

満
喫
さ
れ
る
方
、
雨
を
避
け
て

他
の
組
合

員
の
方
と

お
話
を
楽

し
む
方
な

ど
、
様
々
。

お
食
事
タ

イ

ム

で

も
、
み
ん

な
楽
し
げ

に
お
話
タ

イ
ム
。
組

合

員

同

士
、
本
当

に
仲
が
良
い
で
す
。
近
江
八
幡

散
策
で
も
、
仲
が
い
い
人
達
で

固
ま
っ
て
移
動
す
る
方
々
や
、

色
ん
な
人
と
会
話
を
し
て
み
る

方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
で
楽
し
み
ま

し
た
。

最
後
に
お
土
産
売
り
場
に

寄
っ
た
の
で
す
が
、
ま
さ
に
戦

争
状
態
で
し
た
が
組
合
員
同
士

で
協
力
し
て
ほ
し
い
物
を
ゲ
ッ

ト
し
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
雨

が
強
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
よ
り
楽
し
め
た
散
策
と
な

り
ま
し
た
。

【
藤
田
貴
久
通
信
員
】

終終
始始
仲仲
良良
くく
楽楽
しし
んん
だだ

中中
川川
熱熱
田田
支支
部部
／／
彦彦
根根
城城
とと
近近
江江
八八
幡幡
散散
策策

雨の中ひこにゃんがお出迎え

食
事
タ
イ
ム
も
楽
し
くバイキングでいっぱいお代わり

個
人
情
報
に
関
す
る
法
律
が
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

全
面
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
個
人
情
報
に
一
定
の
制
限
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

組
合
（
中
建
国
保
）
で
は
、
組
合
活
動
・
支
部
活
動
・
各
選

挙
・
健
康
診
断
の
も
れ
健
診
案
内
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｍ

等
）
で
組
合
員
名
簿
を
活
用
し
ま
す
。
名
簿
に
つ
い
て
は
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
種
・
年
齢
等
を
表
記
開
示
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
組
合
員
の
諸
要
求
実

現
の
た
め
、
名
簿
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
名
簿
の
活
用
に
つ
い
て
停
止
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全全建建総総連連主主催催「「労労働働安安全全標標語語」」募募集集
組組
合合
員員
のの
個個
人人
情情
報報
取取
りり
扱扱
いい

全建愛知の上部団体である全建総連／労働対策

部は、皆さんの労働安全対策を呼び掛けるため、

「労働安全標語」を募集します。皆さんのご応募、

お待ちしています。

■応募資格

組合員とその家族

■応募方法

①標語 ②応募者氏名 ③組合員氏名 ④組合

員との続柄 ⑤〒・住所 ⑥電話番号の６項目を

ご記入し、全建愛知までハガキ又は FAX にてご

応募ください。

■締切

平成30年１月15日（月）必着

■備考

・標語は、労働安全に関する標語で、出来るだけ

分かりやすい表現で簡潔なもの。

・応募は、お一人につき１作品。

・最優秀作品１点・優秀作品９点の受賞者に賞品

を贈ります。（賞品は、上記のみとなり参加賞

等はありません）

・最優秀賞の標語は、安全ポスターへ掲載させて

いただきます。

・受賞10作品を、厚生労働省による「全国安全

週間のスローガン募集」へ応募いたします。

・審査は、４月に全建総連で開催する労働対策部

の会議にて行い、発表は賞品の発送をもってか

えさせていただきます。

・応募作品の著作権は、全建総連に帰属するもの

とします。

■申込・問合

全建愛知／労働対策部
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十
一
月
四
日
（
土
）
・
五
日

（
日
）
の
二
日
間
、
名
古
屋
市

中
小
企
業
振
興
会
館
・
吹
上

ホ
ー
ル
に
て
「
あ
い
ち
技
能
プ

ラ
ザ
二
〇
一
七
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
十
月
の
週
末
は
三
週

続
け
て
台
風
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
開
催
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し

た
。あ

い
ち
技
能
プ
ラ
ザ
は
「
見

る
・
聞
く
・
体
験
す
る
」
こ
と

で
技
能
に
つ
い
て
触
れ
て
も
ら

い
、
愛
知
県
技
能
士
会
に
所
属

す
る
各
団
体
が
様
々
な
製
作
物

を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
に
「
モ

ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
・
大
切

さ
」
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
全
建
愛
知
の
今
年
の
製
作

物
は
「
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
ア
ー

ト
」
で
し
た
。
下
地
と
な
る
額

の
中
に
三
百
七
十
四
枚
の
タ
イ

ル
を
張
る
こ
と
で
、
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

毎
年
来
場
し
て
い
る
子
供
た

ち
も
大
勢
お
り
、
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
タ
イ
ル
を
貼
る
小
さ
な

お
子
さ
ん
や
一
人
で
作
り
上
げ

る
お
子
さ
ん
な
ど
多
く
の
子
供

た
ち
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
二

日
間
で
百
三
十

九
セ
ッ
ト
を
製

作
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

一
セ
ッ
ト
三
百
七
十
四
枚
の

タ
イ
ル
を
貼
る
の
は
一
時
間
近

く
か
か
る
作
業
で
す
が
、
参
加

し
た
全
て
の
子
供
た
ち
が
途
中

で
投
げ
出
す
こ
と
な
く
モ
ザ
イ

ク
タ
イ
ル
ア
ー
ト
を
完
成
さ

せ
、
満
足
し
た
表
情
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
時
間
が
か
か
っ

た
分
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
に
は
十

分
に
「
モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し

さ
・
大
切
さ
」
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
将

来
、
建
設
職
人
に
な
っ
て
く
れ

る
子
供
が
い
て
く
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。

増
改
築
相
談
員
と
は
、
住
宅

の
新
築
工
事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
関
す
る
実
務
経
験
が
十
年

以
上
の
方
が
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
修
会
に

参
加
し
、
考
査
に
合
格
し
て
登

録

し

た

者

で

す
。
住

宅

リ

フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
い
る
消
費

者
の
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
積
極
的
に
助
言
な
ど
を
行

い
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
健

全
な
普
及
を
促
進
し
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
約
一
万
四
千

人
の
方
が
増
改
築
相
談
員
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
皆
様
も
増
改
築
相
談

員
資
格
を
取
得
し
て
有
効
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
三
十
年

・
一
月
十
九
日
（
金
）

・
一
月
二
十
一
日
（
日
）

い
ず
れ
か
一
日
の
受
講
と
な

り
ま
す
。

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
六
時
二
十
分

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

■
研
修
内
容

・
相
談
・
工
事
の
進
め
方

・
介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅

改
修

・
関
連
融
資
・
住
宅
の
税
金

・
住
宅
の
点
検
と
補
修

・
考
査
等

■
受
講
資
格

住
宅
の
新
築
工
事
又
は
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
設
計
、
工
事

等
に
関
す
る
業
務
の
実
務
経
験

が
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。

■
会
費

組
合
員

二
万
五
千
円

組
合
員
外

三
万
五
千
円

※
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
込

■
締
切

一
月
九
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合

住
宅
対
策
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

も
う
一
つ
資
格
を
増
や
そ
う

増
改
築
相
談
員
新
規
研
修
会

モ
ノ
づ
く
り
の

大
切
さ
・
楽
し
さ
伝
え
る

あ
い
ち
技
能
プ
ラ
ザ
２
０
１
７

役員の説明をしっかり聞いてスタート

住
宅
対
策
部

税
金
学
習
デ
ー

年
度
末
に
向
け
て
源
泉
徴

収
・
年
末
調
整
の
仕
方
や
所
得

税
・
消
費
税
申
告
の
仕
方
な

ど
、
税
金
や
記
帳
に
つ
い
て
不

安
や
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、

二
月
開
催
の
全
建
愛
知
税
金
申

告
学
習
会
の
前
に
必
ず
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
程

十
二
月
十
七
日
（
日
）

一
月
十
四
日
（
日
）

■
時
間

午
前
十
時
～
午
後
四
時

■
会
場

全
建
愛
知
会
館

※
税
金
学
習
デ
ー
は
個
別
に
行

い
ま
す
の
で
、
希
望
時
間
と

内
容
を
組
合
に
電
話
予
約
の

上
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
一

組
一
時
間
程
度
）

※
お
申
込
み
は
税
金
対
策
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

節節
税税
のの
たた
めめ
賢賢
いい

納納
税税
者者
にに
なな
りり
まま
しし
ょょ
うう

技術対策部

１枚１枚丁寧にタイルを貼りつけて

全建愛知 NPO 法人主催

各種作業主任者技能講習開催
ぜひ、受講してください

木造建築物の組立て等作業主任者技能講習【登録番号 第1297号】

■日 程 平成29年12月12日（火）～13日（水）

■受講資格 21歳以上で、木造建築物の組立て等の作業

に３年以上従事した経験者 等

足場の組立て等作業主任者技能講習【登録番号 第1296号】

■日 程 平成30年 １月17日（水）～18日（木）

■受講資格 21歳以上で、足場の組立て、解体又は変更

に関する作業に３年以上従事した経験者 等

※会場は全て全建愛知会館です。

※組合員外の方でも、受講できます。

※上記の講習は共通として、受講料１万円（テキスト代

含）。一部講習免除者は8,000円。

※受講希望の方は、各種作業主任者技能講習開催の２週間

前までに電話でお申し込みください。後日、申込書等を

お送りします。また、受講申込者が少数の場合、開催を

中止することもありますのでご了承ください。

※申込・問合 全建愛知 NPO 法人担当まで。

税金対策部

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に

基
づ
き
、
職
業
訓
練
指
導
員

に
求
め
ら
れ
る
指
導
方
法
等

に
関
す
る
能
力
を
付
与
す
る

た
め
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

■
日
程

平
成
三
十
年

・
二
月
五
日
（
月
）

・
二
月
六
日
（
火
）

・
二
月
八
日
（
木
）

・
二
月
九
日
（
金
）

・
二
月
十
三
日
（
火
）

・
二
月
十
四
日
（
水
）

・
二
月
十
五
日
（
木
）

■
受
講
時
間

午
前
九
時
二
十
分
～

午
後
五
時
三
十
分

■
会
場

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間

二
―
三
―
十
四

℡
０
５
２
―
５
２
４
―
２
０
３
２

■
内
容

職
業
訓
練
原
理
・
教
科
指
導

法
・
訓
練
生
の
心
理
・
関
係

法
規
・
生
活
指
導
・
事
例
研

究
・
筆
記
試
験

■
受
講
料

一
万
六
千
四
百
円

（
テ
キ
ス
ト
代
・
税
込
）

■
定
員

八
十
名

■
締
切

十
二
月
十
五
日
（
金
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

受受
講講
者者
募募
集集

職
業
訓
練
指
導
員
講
習

（
４８
時
間
講
習
）

■
講
習
日
程
・
会
場
（
全
三
日
間
）

・
二
月
二
十
五
日
（
日
）
、

・
三
月
四
日
（
日
）

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間

二
―
三
―
十
四

・
三
月
十
一
日
（
日
）

愛
知
県
立
名
古
屋
高
等

技
術
専
門
校

名
古
屋
市
北
区
安
井

二
―
四
―
四
十
八

■
受
講
資
格

【
一
般
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

・
未
経
験
者
、
玉
掛
け
業
務

の
実
務
経
験
の
な
い
者
。

【
特
例
コ
ー
ス
】

・
十
八
歳
以
上
の
者
。

・
次
の
い
ず
れ
か
の
業
務
を

六
ヵ
月
以
上
実
務
経
験
し

た
者
。

①
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ
以
上

の
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け

の
補
助
作
業
の
業
務
（
有

資
格
者
の
指
導
確
認
印
が

必
要
）

②
玉
掛
け
特
別
教
育
修
了
者

で
、
つ
り
上
げ
荷
重
一
ｔ

未
満
の
ク
レ
ー
ン
等
の
玉

掛
け
業
務
（
事
業
者
証
明

が
必
要
）

■
会
費

【
一
般
コ
ー
ス
】
三
万
八
千
円

【
特
例
コ
ー
ス
】
三
万
六
千
円

■
締
切

一
月
二
十
二
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合

技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

玉玉
掛掛
けけ
技技
能能
講講
習習
会会

自動引落のお知らせ
今月の組合費等の自動引落日

は27日（水）です。26日（火）ま

でに、預金残高をご確認くださ

い。

尚、引落不能の場合は、下表

のとおり翌月

に延滞金が加

算されます。

旗開きのご案内
１月９日（火）午後５時～午

後６時（予定）、全建愛知会
館で旗開きを開催します。
※定例会議終了後の開催の
為、時間が前後する場合もあ
ります。

旗開きに参加ご希望の方
は、１月５日（金）正午までに
総務課までご連絡ください。

住所変更の届出を
組合から、毎月キャロット等

の郵便物を送付しています。

しかし、お引越しや区画整理

等で住所が変更された場合、組

合からの郵便物が届かず、戻っ

てきています。

住所変更の際は、速やかに組

合までご連絡ください。

１ヵ月 300円
２ヵ月 800円
３ヵ月1,800円
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㈲
矢
野
タ
イ
ル
急
募

■
所
在
地

名
古
屋
市
中
村
区

千
成
通

■
職

種

タ
イ
ル
工
及
び
見

習
い
工

（
一
般
住
宅
が
メ
イ
ン
で
す
）

■
年

令

十
八
歳
～
六
十
歳

位

■
資

格

普
通
自
転
車
運
転

免
許

■
居
住
地

名
古
屋
市
内
及
び

近
郊
在
住
の
方

■
備

考
（
日
給
）

タ
イ
ル
工

一
万
八
千
円
～

見
習
い
工

一
万
二
千
円
～

※
年
令
・
経
験
・
技
能
に
よ

り
ま
す
。

研
修
期
間
有
り
・
各
種
保
険

加
入
可
・
未
経
験
者
歓
迎

■
連
絡
先

℡
０
５
２
―
４
８
２
―
５
５
７
７

木
曽
川
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

一
月
二
十
日
（
土
）

■
会
場

玉
ひ
ろ
寿
司

千
種
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

一
月
二
十
八
日
（
日
）

■
会
場

ル
ブ
ラ
王
山

津
島
支
部
（
津
島
地
域
）
／

住
宅
デ
ー
（
木
工
教
室
）

■
日
程

十
二
月
三
日
（
日
）

■
会
場

津
島
市
文
化
会
館

一
宮
支
部
／
忘
年
会

■
日
時

十
二
月
三
日
（
日
）

午
後
五
時
～

■
会
場

和
食
処

川
㐂
（
か

わ
き
）
一
宮
店

豊
田
支
部
主
婦
の
会
／
主
婦
の

会
設
立
記
念

ラ
ン
チ
懇
親
会

■
日
時

十
二
月
三
日
（
日
）

午
前
十
一
時
三
十
分

～
午
後
二
時

■
会
場

花
ご
よ
み

小
牧
支
部
主
婦
の
会
／

親
睦
会
日
帰
り
旅
行

■
日
程

十
二
月
六
日
（
水
）

■
行
先

鳥
羽
方
面

尾
北
支
部
／
寿
司
食
べ
放
題
、

い
ち
ご
狩
り
と
駿
府
城
散
策

■
日
程

十
二
月
十
日
（
日
）

■
行
先

静
岡
方
面

緑
支
部
主
婦
の
会
／
ア
レ
ン
ジ

フ
ラ
ワ
ー
（
昼
食
付
）

■
日
程

十
二
月
十
四
日
（
木
）

■
集
合

サ
ン
リ
ョ
ー
園
芸
セ

ン
タ
ー
入
口

午
前
十
時

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／
生
け
花
教
室

■
日
程

十
二
月
二
十
四
日（
日
）

■
会
場

川
原
神
社

中
村
支
部
主
婦
の
会
／

お
正
月
用
生
花
講
習
会

■
日
時

十
二
月
二
十
九
日（
金
）

午
前
十
時
～

■
会
場

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム

一
宮
支
部（
青
年
部
層
対
象
）／

お
食
事
会

■
日
程

一
月
十
三
日
（
土
）

■
会
場

一
宮
駅
ビ
ル
『
嘉
文
』

西
尾
支
部
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

■
日
程

一
月
二
十
日
（
土
）
～

二
十
一
日
（
日
）

■
行
先

Ｕ
Ｓ
Ｊ

中
村
支
部
青
年
部
／
新
年
会

■
日
程

一
月
二
十
七
日
（
土
）

■
会
場

楽
蔵
う
た
げ
名
古
屋

太
閤
通
口
店

守
山
支
部
／
初
詣

■
日
程

二
月
四
日
（
日
）

■
行
先

伊
勢
神
宮

瑞
穂
支
部
主
婦
の
会
／
ち
ょ
っ
と

早
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ご
褒
美
ラ
ン
チ

■
日
程

十
二
月
六
日
（
水
）

■
会
場

八
事
サ
ー
ウ
ィ
ン
ス

ト
ン
ホ
テ
ル

■
会
費

五
百
円

■
集
合

地
下
鉄
八
事
駅

午
前
十
一
時
二
十
分

■
締
切

十
二
月
三
日
（
日
）

■
備
考

詳
細
は
電
話
に
て
。

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合

植
北
ま
で

℡
０
９
０
―
２
１
８
７
―
０
８
０
５

海
部
支
部
／
お
正
月
用
生
け
花

教
室
と
学
習
会

■
日
時

十
二
月
二
十
六
日（
火
）

午
前
十
時
～

■
会
場

レ
ス
ト
ラ
ン
天
王
美

和
店

■
会
費

千
五
百
円

■
募
集

二
十
名

■
締
切

十
二
月
九
日
（
土
）

■
申
込
・
問
合
せ

長
谷
川

℡
０
５
６
７
―
２
８
―
１
９
５
７

津
島
支
部
／
お
正
月
用
生
け
花

教
室
＆
ラ
ン
チ

■
日
時

十
二
月
二
十
六
日（
火
）

午
前
十
時
～

■
会
場

レ
ス
ト
ラ
ン
天
王
佐

屋
本
店

■
会
費

千
五
百
円

■
締
切

十
二
月
十
一
日
（
月
）

■
備
考

組
合
員
氏
名
・
参
加

者
氏
名
、
℡
、
�
番
号
を
ご

記
入
の
上
、
�
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合

服
部

�
０
５
６
７
―
２
４
―
７
３
９
８

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

お
正
月
花
教
室

■
日
時

十
二
月
二
十
七
日（
水
）

午
前
九
時
～

■
会
場

め
ぞ
ん
・
ド
・
グ
リ

エ
二
階
小
会
議
室

■
会
費

千
五
百
円
（
コ
ー
ヒ

ー
・
モ
ー
ニ
ン
グ
付
）

■
締
切

十
二
月
十
日
（
日
）

■
備
考

花
器
を
持
参
く
だ
さ
い

■
申
込
・
問
合

小
澤
ま
で

�
＆
℡
０
５
８
６
―
７
７
―
４
５
６
２

℡
０
９
０
―
３
５
７
８
―
４
０
６
７

南
支
部
主
婦
の
会
／

お
正
月
生
花
教
室

■
日
時

十
二
月
二
十
八
日（
木
）

午
前
十
時
～
正
午

■
会
場

南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

■
会
費

五
百
円

■
持
物

花
切
ば
さ
み
・
剣
山
・

花
器
（
必
要
な
方
）

■
締
切

十
二
月
十
日
（
日
）

■
申
込
・
問
合

小
塩
ま
で

℡
０
９
０
―
４
２
３
９
―
２
０
６
１

千
種
支
部
主
婦
の
会
／

正
月
花
の
生
け
花
教
室

■
日
時

十
二
月
二
十
八
日（
木
）

午
前
九
時
～

■
会
場

覚
王
山
田
代
消
防
団

詰
め
所

■
会
費

千
円
（
生
花
共
）

■
持
物

花
器
・
剣
山
・
ハ
サ

ミ
・
新
聞
紙

■
締
切

十
二
月
十
日
（
日
）

■
申
込
・
問
合

酒
井
ま
で

℡
０
９
０
―
１
８
６
２
―
１
６
３
１

北
支
部
壮
年
部
／
新
年
会

■
日
程

一
月
十
三
日
（
土
）

■
会
場

小
牧
天
然
温
泉
ス
パ

ガ
ー
ラ

■
集
合

午
後
六
時
三
十
分

現
地

■
会
費

千
円

■
締
切

十
二
月
十
三
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合

田
中
ま
で

℡
０
９
０
―
３
５
５
３
―
４
９
２
９

�
０
５
８
７
―
３
７
―
４
０
２
６

中
村
支
部
主
婦
の
会
／
新
年
会

■
日
時

一
月
三
十
日
（
火
）

午
前
十
一
時
三
十
分
～

■
会
場

つ
る
家

■
会
費

二
千
円

■
締
切

十
二
月
二
十
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合

平
松
ま
で

℡
０
５
２
―
４
８
１
―
４
３
０
５

十
月
二
十
六
日
（
木
）
、
シ

ニ
ア
倶
楽
部
日
帰
り
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
参
加
者
六
十
七
名

（
組
合
員
三
十
九
名
・
配
偶
者

二
十
八
名
）
を
乗
せ
た
バ
ス

二
台
は
、
秋
の
京
都
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。
車
内
は
、
久

し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
た
ち
と

の
再
会
に
笑
い
声
が
絶
え
ず

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
快

晴
に
恵
ま
れ
、
日
中
は
汗
ば

む
程
の
暑
さ
の
中
、
最
初
の

目
的
地
で
あ
り
ま
す
龍
安
寺

へ
着
き
ま
し
た
。
美
し
い
庭

園
に
十
五
個
の
石
を
眺
め
た

後
は
、
お
昼
時
と
な
り
、
八

ツ
橋
庵
と
し
し
ゅ
う
や
か
た

で
、
本
場
京
都
の
湯
豆
腐
を

堪
能
し
ま
し
た
。

お
腹
い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
午

後
か
ら
の
散
策
地
は
清
水
寺
で

す
。
修
学
旅
行
の
学
生
や
外
国

人
観
光
客
で
清
水
坂
か
ら
本
堂

ま
で
人
、
人
、
人
と
ご
っ
た
返

し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
清
水
の

舞
台
は
改
修
工
事
で
、
長
い
足

場
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
清

水
の
舞
台
か
ら
眺
め
る
京
都

は
、
ま
だ
紅
葉
に
は
早
く
、
あ

と
半
月
後
位
に
は
色
と
り
ど
り

の
木
々
が
見
ら
れ
る
の
で
は

…
。参

加
者
は
「
天
気
に
恵
ま
れ

の
ん
び
り
と
京
都
を
散
策
で

き
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
仲

間
と
の
話
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
次
回
も
必
ず
参
加
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
仲

間
と
の
別
れ
に
名
残
惜
し
く
、

次
回
の
研
修
会
の
再
会
を
約
束

し
金
山
駅
を
後
に
し
ま
し
た
。

【
シ
ニ
ア
倶
楽
部
担
当
書
記
】

シニア倶楽部

日帰り研修会

仲
間
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
終
始
笑
い
声

秋
の
京
都
の
旅

木漏れ日が注ぐ龍安寺にて

ご案内

年年金金共共済済「「ままごごこころろ」」
―計画的な積み立てを―

年金共済「まごころ」は全建総連が実施

する拠出型企業年金保険です。相互扶助の

精神に基づき、公的年金の補完、組合員さ

んの老後の生活安定を図ることを目的とし

た、貯蓄型の保険です。

払込掛金は税法上、生命保険料控除（一

般用）になります。

■まごころの特徴■

①60歳から70歳までの間に年金受取開始

を選択できます。

②年金の種類は６種類。受取時に選択して

いただきます。（一時金として受取るこ

とも可能です）

③掛金とは別に年２回、１口10万円単位

で一時金の積増ができるので、将来の受

取金額を増やすことができます。また、

加入中に所定の事情が生じた場合、積立

金の一部を引き出すことができます。（１

回あたり20万円以上１万円単位）

■加入対象■

新規加入は随時受付しています。

満18歳以上満67歳以下までの組合員

さんとその同居のご家族で、定年までの

予定加入年数が満３年以上の方です。

１口５千円、最高20口（10万円）ま

で掛けていただけます。

今回、次の期間で一時払積増の受付を

いたします。

■一時払積増期間■

平成29年12月10日～平成30年３月10日

※各期間中に１回ずつ積増ができます。

老後のゆとりを育てるには計画的に積立

ていくことが大切になります。

新規加入・一時払積増、その他詳しく

は、健康保険・共済課までお問い合わせく

ださい。

『
一
斉
積
立
金
の
残
高
通
知
』

発
送
に
つ
い
て

十
月
末
付
残
高
通
知
を
希
望

す
る
組
合
員
へ
発
送
し
て
い
ま

す
。希

望
さ
れ
る
方
は
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
積
立
状
況
の
お
知
ら
せ
』

に
つ
い
て

『
積
立
状
況
の
お
知
ら
せ
』

と
は
経
営
事
項
審
査
等
で
必
要

な
事
業
所
に
限
っ
て
、
任
意
で

積
立
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
あ
り
、
希
望
す
る
日
付
で

作
成
し
、
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
『
積
立
状
況
の
お
知

ら
せ
』
は
東
海
労
働
金
庫
で
証

明
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
組

合
で
把
握
し
て
い
る
残
高
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

■
一
斉
積
立
金
残
高
通
知
及
び

積
立
状
況
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
は
総
務
課
経
理
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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（８）2017年（平成29年）12月１日キ ャ ロ ッ トＡＡＣプレス

◎
ま
ぶ
し
い
季
節
は
困
る

朝
夕
の
お
日
さ
ま
が
ま
ぶ
し

く
、
そ
の
上
、
通
る
車
の
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
で
前
方
が
不
案
内
な

事
が
多
く
な
り
、
自
分
の
運
転

も
あ
や
し
く
な
り
心
配
で
す
。

【
春
日
井
市
／
中
村
定
義
さ
ん
】

※
注
意
に
注
意
を
重
ね
ま
し
ょ
う

◎
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
頑
張
っ
て
ま
す

元
気
だ
け
が
取
り
柄
だ
っ
た

私
。
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
脳
ト
レ
の
つ
も
り
で
が
ん

ば
っ
て
ま
す
。

【
北
区
／
中
倉
和
子
さ
ん
】

※
ど
ん
ど
ん
応
募
し
て
く
だ
さ
い

◎
季
節
の
変
わ
り
目
注
意

最
近
急
に
寒
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
寒
暖
の
差
が
あ
る
の
で

か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
昭
和
区
／
奥
村
は
る
み
さ
ん
】

※
一
気
に
冬
に
な
り
ま
し
た

◎
テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て
大
声
援

「
日
本
シ
リ
ー
ズ
」
「
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
」
を
手
に
汗
を

に
ぎ
っ
て
見
て
い
ま
す
。

【
南
区
／
浅
野
清
三
さ
ん
】

※
雨
の
中
の
激
闘
で
し
た

◎
娘
の
成
長
に
大
喜
び

つ
い
に
娘
が
自
転
車
に
乗
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
！
ち
ょ
っ

と
怖
が
り
な
の
で
心
配
し
た
け

れ
ど
、
ほ
っ
と
し
た
し
、
す
ご

く
嬉
し
い
で
す
。
お
父
さ
ん
も

頑
張
り
ま
し
た
。

【
中
川
区
／
塚
本
玲
子
さ
ん
】

※
い
ろ
い
ろ
覚
え
て
い
き
ま
す

◎
あ
ど
け
な
い
し
ぐ
さ
に
う
っ
と
り

初
孫
が
一
才
に
な
ろ
う
と
し

て
い
て
、
笑
顔
や
手
足
の
動
き

に
自
然
と
こ
ち
ら
の
顔
が
ゆ
る

み
ま
す
。

【
昭
和
区
／
五
嶋
静
代
さ
ん
】

※
心
が
温
め
ら
れ
ま
す

◎
記
憶
よ
り
輝
い
て
る
な

先
日
京
都
へ
行
き
ま
し
た
。

金
閣
寺
は
四
十
年
ぶ
り
。
こ
ん

な
に
輝
い
て
い
た
っ
け
？
三
十

年
前
よ
り
復
元
を
し
て
い
た
ん

で
す
っ
て
。

【
愛
西
市
／
堀
田
智
子
さ
ん
】

※
数
年
前
に
化
粧
直
し
し
た
ん
で
す
ね

◎
木
枯
ら
し
が
身
に
し
み
る

自
転
車
通
勤
が
キ
ビ
し
い
季

節
に
な
っ
て
き
た
け
ど
健
康
の

た
め
に
頑
張
る
ぞ
！

【
各
務
原
市
／
亀
山
多
賀
子
さ
ん
】

※
負
け
ず
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

◎
効
い
て
る
証
拠
か
な

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
受
け
た
ら
注
射
を
し
た
と

こ
ろ
が
赤
く
腫
れ
て
か
ゆ
い
で

す
。
ダ
ル
ク
も
な
る
の
で
大
変

で
す
。

【
一
宮
市
／
小
川
雄
一
さ
ん
】

※
一
〜
二
割
の
人
が
な
る
そ
う
で
す

「「「「「「「「ふふふふふふふふれれれれれれれれああああああああいいいいいいいい餅餅餅餅餅餅餅餅つつつつつつつつきききききききき大大大大大大大大会会会会会会会会」」」」」」」」TTTTTTTTHHHHHHHHEEEEEEEE FFFFFFFFIIIIIIIINNNNNNNNAAAAAAAALLLLLLLL

組合員の皆さんに全建愛知

をより身近な存在に感じてい

ただけるように、毎年12月

に開催してきましたが、今年

で最後となります。

これまで同様に「餅つき・

ぜんざい・フランクフルト・

スーパーボールすくい・壁塗

り体験・丸太切り・重機の展示・慈善バザー・豚汁・小

物作り」など、たくさんの楽しい催しを企画しています。

また、今年も組合員を対象にした大抽選会を行いま

す。豪華景品を多数ご用意いたします。

皆さん、ぜひ全建愛知に遊びに来てください。心より

お待ちしています。

■日 時 12月10日（日）午前10時～午後２時30分

■会 場 全建愛知会館

■参加費 無料

■備 考 雨天決行

組合の駐車場は当日使用できません。

■抽選会 午後２時開始／受付は午後１時30分まで

※抽選時に不在の方は対象外とさせていた

だきます。ご了承ください。

【慈善バザー物品寄付のお願い】

慈善バザーの収益金は、年末助け合い運動などに寄付

させていただきます。より多くの寄付ができますよう、

食品以外の物品の提供をお願いいたします。

■問合せ 各支部主婦の会幹事または本部主婦の会担

当の桑原・平田までご連絡ください。

昨年の餅つきの様子

青青年年部部・・次次世世代代幹幹部部育育成成学学習習会会

☆建築物を学び・建設職人仲間と交流しよう☆
静静岡岡県県／／日日本本一一長長いい吊吊りり橋橋

～～三三島島ススカカイイウウォォーーククのの旅旅～～
青年部主催の研修旅行を開催します。今回

は三島スカイウォーク・三嶋大社・MOA 美術

館を見学します。この機会に組合の同世代の仲

間と交流しませんか。また、今年も本部青年部

OB の方もご参加いただけます。是非、一度

お気軽にご連絡ください。ご参加を心よりお待ちしております。

日 時 平成30年１月20日（土）～21日（日）

集 合 金山総合駅 イオン金山店前

１月20日（土）午前８時45分集合 ９時出発

行 程 １月20日（土）金山出発→三嶋大社→三島泊（懇親会）

（予定） 21日（日）三島スカイウォーク見学→MOA 美術館→

金山帰着（午後５時30分頃）

参加資格 40歳以下の組合員（申込時点で）・本部青年部 OB

参加負担 18,000円 ◎シングルルー

ム・食事付（懇親会含む）

定 員 40名 ※先着順

締 切 12月15日（金）

申 込 青年部担当 西川・土川・垣内

までご連絡ください。

三島スカイウォーク

前回の様子

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【【
ヨヨ
ココ
のの
カカ
ギギ
】】

①
秋
に
海
に
下
り
、
翌
春
に
は

川
に
上
る
魚
で
す

③
買
わ
な
き
ゃ
当
た
ら
な
い

⑦
餅
と
か
、
歌
合
戦
と
か

⑨
不
必
要
。…
…
に
ち
ょ
う
ち
ん

⑩
結
婚
を
機
に
仕
事
を
辞
め
る

こ
と
。
…
…
退
社

⑫
ウ
サ
ギ
ウ
マ
と
も
呼
ば
れ
ま

す
⑭
頭
に
巻
く
帯
状
の
布

⑯
…
…
輸
、
…
…
勢
、
…
…
河

⑰
本
木
雅
弘
主
演
の
喜
劇
映
画

「
…
…
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た
。
」

⑱
英
語
で
は
「
ラ
ダ
ー
」

⑳
日
本
で
は
翌
日
よ
り
前
日
の

こ
ち
ら
を
楽
し
み
に
す
る
人
も

㉔
近
く
の
場
所

㉕
背
く
こ
と
で
す
。
…
…
引
く

【【
タタ
テテ
のの
カカ
ギギ
】】

①
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日

に
活
躍

②
…
…
望
、
…
…
限
、
…
…
力

③
音
楽
を
指
揮
。
…
…
を
振
る

④
運
が
よ
い
こ
と

⑤
葉
と
根
を
結
び
ま
す

⑥
脇
役
と
し
て
出
演
す
る
こ
と

⑧
ノ
ア
、
ふ
ね
、
パ
ン
ド
ラ
と

言
え
ば

⑪
本
当
に
木
に
登
れ
る
の
？

⑬
以
前
は
小
学
校
な
ど
の
運
動

会
で
よ
く
見
か
け
ま
し
た

⑮
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と

⑲
ほ
ど
よ
い
頃
合
い

㉑
…
…
床
、
…
…
場
、
…
…
戦

㉒
カ
イ
コ
の
幼
虫
が
休
眠
す
る

所
㉓
イ
カ
や
タ
コ
の
防
御
兵
器

■
応
募
方
法

①
問
題

の

答

え
②
〒
・
住

所
・
℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合

員
氏
名
と
続
柄
（
本
人
・
妻
・

子
等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、
十

二
月
八
日
（
金
）
ま
で
に
組
合

の
教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

�
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

ア
ス
リ
ー
ト

■
当
選
者

日
高
ユ
ミ
子
さ
ん
他
十
九
名

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文

字をうまく並べてできる言葉は？

■
一
月
号
の
原
稿
締
切

十
二
月
七
日
（
木
）

【
編
集
後
記
】

次
は
い
よ
い
よ
新
年
号
。

今
年
を
締
め
く
く
る
大
仕
事

に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
少
し
早
い
で
す
が

こ
の
一
年
間
、
機
関
紙
キ
ャ

ロ
ッ
ト
を
応
援
し
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。○け

募集中

大大抽抽選選会会ももああるるよよ
組織部主催
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